
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年：第 2 学年 コース

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

建築大工

定期考査 ○

現代社会で生活文化を支える各種の建築物の構造形式や構成材料の概略を理解する。
木造や鉄筋コンクリート構造を構成する部材名称や部材の働き、構成方法を理解する。

木造や鉄筋コンクリート構造を構成する部材の
働き、構成方法や特性について主体的に興味関
心を持ち、意欲的に授業に取り組む態度を身に
つける。

【学びに向かう力、人間性等】

工業 建築構造

○ ○

14○

配当
時数

１
学
期

１章　建築構造のあらまし
【知識及び技能】
・建築構造の歴史的発達、なりた
ち、分類、建築物に働く力、関連す
る法規や規準に関する基礎的な知識
を身に付け、身近な建築物や歴史的
建築物が関わる社会的環境や意義つ
いて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・建築構造の歴史的発達、なりた
ち、分類に関する基礎的な知識をも
とに、身近な建築物を観察し、それ
ぞれのなりたちや分類について思
考・判断できる能力を身に付けると
ともに、その成果を適切に表現する
ことを考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・建築構造の歴史的発達、なりた
ち、分類、建築物に働く力、関連す
る法規や規準に関心を持ち、これら
に関する基礎的な知識や技能の習得
に向けて粘り強く取り組むととも
に、学習状況を把握し、自ら立てた
学習計画により取り組ませる。

・指導事項

１節　建築構造の歴史的発達
２節　建築構造のなりたち
３節　建築構造の分類
４節　建築物に働く力
５節　関連する法規と規準

【知識及び技能】
・建築構造の歴史的発達、なりたち、分類、
建築物に働く力、関連する法規や規準に関す
る基礎的な知識を身に付け、身近な建築物や
歴史的建築物が関わる社会的環境や意義つい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・建築構造の歴史的発達、なりたち、分類に
関する基礎的な知識をもとに、身近な建築物
を観察し、それぞれのなりたちや分類につい
て思考・判断できる能力を身に付けるととも
に、その成果を適切に表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・建築構造の歴史的発達、なりたち、分類、
建築物に働く力、関連する法規や規準に関心
を持ち、これらに関する基礎的な知識や技能
の習得に向けて粘り強く取り組むとともに、
学習状況を把握し、自ら立てた学習計画によ
り取り組むことができる。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

２章　木構造
【知識及び技能】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識を
習得し、環境への配慮を心がけたう
えで活用することを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識を
もとに、身近な建築物を観察し、構
造形式や構成部材、建築材料につい
て考え、自ら構想する建築物に適す
る構造形式や構成部材、建築材料を
適切に判断し、創意工夫する能力を
身に付けるとともに、その成果を適
切に表現することを考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識や
技能に関心を持ち、これらの習得に
向けて粘り強く取り組むとともに、
学習状況を把握し、自ら立てた学習
計画により取り組ませる。

○

・指導事項

１節　構造の特徴と構造形式
２節　木材
３節　木材の接合
４節　基礎
５節　軸組

【知識及び技能】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識を習得し、環境への配慮を
心がけたうえで活用することを理解してい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識をもとに、身近な建築物を
観察し、構造形式や構成部材、建築材料につ
いて考え、自ら構想する建築物に適する構造
形式や構成部材、建築材料を適切に判断し、
創意工夫する能力を身に付けるとともに、そ
の成果を適切に表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識や技能に関心を持ち、これ
らの習得に向けて粘り強く取り組むととも
に、学習状況を把握し、自ら立てた学習計画
により取り組むことができる。

○

工業 建築構造 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代社会で生活文化を支える各種の建築物の構
造形式や構成材料の概略を理解する。
木造や鉄筋コンクリート構造を構成する部材名
称や部材の働き、構成方法を理解する。

木造や鉄筋コンクリート構造に用いられる材料
の名称や特性を理解する。
学習したことを論理的に考えたり、分析したり
して、総合的に判断できる。
過程や結果および考え方をわかりやすく表現で
きる。

建築構造（実教出版）

工業

木造や鉄筋コンクリート構造に用いられる材料の名称や特性を理解する。
学習したことを論理的に考えたり、分析したりして、総合的に判断できる。
過程や結果および考え方をわかりやすく表現できる。

木造や鉄筋コンクリート構造を構成する部材の働き、構成方法や特性について主体的に興味関心を持ち、
意欲的に授業に取り組む態度を身につける。

建築構造

【 知　識　及　び　技　能 】



３章　鉄筋コンクリート構造
【知識及び技能】
鉄筋コンクリート構造に用いられる
建築材料に関する基礎的な知識を習
得し、鉄筋コンクリート構造に関す
る諸事項を合理的かつ的確に遂行す
る技術や技能を身に付け、環境への
配慮を心がけたうえで活用すること
を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
鉄筋コンクリート構造に用いられる
建築材料に関する基礎的な知識をも
とに、身近な建築物を観察し、構造
形式や構成部材、建築材料について
考え、建築物に適する構造形式や構
成部材、建築材料を適切に判断し、
創意工夫する能力を身に付けるとと
もに、その成果を適切に表現させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
鉄筋コンクリート構造に用いられる
建築材料に関する基礎的な知識や技
能に関心を持ち、これらの習得に向
けて粘り強く取り組むとともに、学
習状況を把握し、自ら立てた学習計
画により取り組ませる。

・指導項目

１節　構造の特徴と構造形式
２節　鉄筋
３節　コンクリート
４節　基礎
５節　躯体

【知識及び技能】
鉄筋コンクリート構造に用いられる建築材料
に関する基礎的な知識を習得し、鉄筋コンク
リート構造に関する諸事項を合理的かつ的確
に遂行する技術や技能を身に付け、環境への
配慮を心がけたうえで活用することを理解し
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
鉄筋コンクリート構造に用いられる建築材料
に関する基礎的な知識をもとに、身近な建築
物を観察し、構造形式や構成部材、建築材料
について考え、建築物に適する構造形式や構
成部材、建築材料を適切に判断し、創意工夫
する能力を身に付けるとともに、その成果を
適切に表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
鉄筋コンクリート構造に用いられる建築材料
に関する基礎的な知識や技能に関心を持ち、
これらの習得に向けて粘り強く取り組むとと
もに、学習状況を把握し、自ら立てた学習計
画により取り組むことができる。

○ ○

定期考査
○ ○ ○ 1

17○

定期考査 ○ ○ ○ 1

２章　木構造
【知識及び技能】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識を
習得し、環境への配慮を心がけたう
えで活用することを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識を
もとに、身近な建築物を観察し、構
造形式や構成部材、建築材料につい
て考え、自ら構想する建築物に適す
る構造形式や構成部材、建築材料を
適切に判断し、創意工夫する能力を
身に付けるとともに、その成果を適
切に表現することを考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識や
技能に関心を持ち、これらの習得に
向けて粘り強く取り組むとともに、
学習状況を把握し、自ら立てた学習
計画により取り組ませる。

・指導項目

９節　外部仕上げ
１０節　内部仕上げ
１１節　木造枠組壁構法

【知識及び技能】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識を習得し、環境への配慮を
心がけたうえで活用することを理解してい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識をもとに、身近な建築物を
観察し、構造形式や構成部材、建築材料につ
いて考え、自ら構想する建築物に適する構造
形式や構成部材、建築材料を適切に判断し、
創意工夫する能力を身に付けるとともに、そ
の成果を適切に表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識や技能に関心を持ち、これ
らの習得に向けて粘り強く取り組むととも
に、学習状況を把握し、自ら立てた学習計画
により取り組むことができる。

○ ○ ○ 13

○ ○

３
学
期

２
学
期

２章　木構造
【知識及び技能】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識を
習得し、環境への配慮を心がけたう
えで活用することを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識を
もとに、身近な建築物を観察し、構
造形式や構成部材、建築材料につい
て考え、自ら構想する建築物に適す
る構造形式や構成部材、建築材料を
適切に判断し、創意工夫する能力を
身に付けるとともに、その成果を適
切に表現することを考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識や
技能に関心を持ち、これらの習得に
向けて粘り強く取り組むとともに、
学習状況を把握し、自ら立てた学習
計画により取り組ませる。

・指導項目

５節　軸組
６節　小屋組
７節　床組
８節　階段

【知識及び技能】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識を習得し、環境への配慮を
心がけたうえで活用することを理解してい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識をもとに、身近な建築物を
観察し、構造形式や構成部材、建築材料につ
いて考え、自ら構想する建築物に適する構造
形式や構成部材、建築材料を適切に判断し、
創意工夫する能力を身に付けるとともに、そ
の成果を適切に表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識や技能に関心を持ち、これ
らの習得に向けて粘り強く取り組むととも
に、学習状況を把握し、自ら立てた学習計画
により取り組むことができる。

○ ○ 13

○ 1

14

○

○

１
学
期

２章　木構造
【知識及び技能】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識を
習得し、環境への配慮を心がけたう
えで活用することを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識を
もとに、身近な建築物を観察し、構
造形式や構成部材、建築材料につい
て考え、自ら構想する建築物に適す
る構造形式や構成部材、建築材料を
適切に判断し、創意工夫する能力を
身に付けるとともに、その成果を適
切に表現することを考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や
構成部材、および木構造に用いられ
る建築材料に関する基礎的な知識や
技能に関心を持ち、これらの習得に
向けて粘り強く取り組むとともに、
学習状況を把握し、自ら立てた学習
計画により取り組ませる。

○

・指導事項

１節　構造の特徴と構造形式
２節　木材
３節　木材の接合
４節　基礎
５節　軸組

【知識及び技能】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識を習得し、環境への配慮を
心がけたうえで活用することを理解してい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識をもとに、身近な建築物を
観察し、構造形式や構成部材、建築材料につ
いて考え、自ら構想する建築物に適する構造
形式や構成部材、建築材料を適切に判断し、
創意工夫する能力を身に付けるとともに、そ
の成果を適切に表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・おもに在来軸組構法の構造形式や構成部
材、および木構造に用いられる建築材料に関
する基礎的な知識や技能に関心を持ち、これ
らの習得に向けて粘り強く取り組むととも
に、学習状況を把握し、自ら立てた学習計画
により取り組むことができる。

○

定期考査



３章　鉄筋コンクリート構造
【知識及び技能】
鉄筋コンクリート構造に用いられる
建築材料に関する基礎的な知識を習
得し、鉄筋コンクリート構造に関す
る諸事項を合理的かつ的確に遂行す
る技術や技能を身に付け、環境への
配慮を心がけたうえで活用すること
を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
鉄筋コンクリート構造に用いられる
建築材料に関する基礎的な知識をも
とに、身近な建築物を観察し、構造
形式や構成部材、建築材料について
考え、建築物に適する構造形式や構
成部材、建築材料を適切に判断し、
創意工夫する能力を身に付けるとと
もに、その成果を適切に表現させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
鉄筋コンクリート構造に用いられる
建築材料に関する基礎的な知識や技
能に関心を持ち、これらの習得に向
けて粘り強く取り組むとともに、学
習状況を把握し、自ら立てた学習計
画により取り組ませる。

・指導項目

１節　構造の特徴と構造形式
２節　鉄筋
３節　コンクリート
４節　基礎
５節　躯体

【知識及び技能】
鉄筋コンクリート構造に用いられる建築材料
に関する基礎的な知識を習得し、鉄筋コンク
リート構造に関する諸事項を合理的かつ的確
に遂行する技術や技能を身に付け、環境への
配慮を心がけたうえで活用することを理解し
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
鉄筋コンクリート構造に用いられる建築材料
に関する基礎的な知識をもとに、身近な建築
物を観察し、構造形式や構成部材、建築材料
について考え、建築物に適する構造形式や構
成部材、建築材料を適切に判断し、創意工夫
する能力を身に付けるとともに、その成果を
適切に表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
鉄筋コンクリート構造に用いられる建築材料
に関する基礎的な知識や技能に関心を持ち、
これらの習得に向けて粘り強く取り組むとと
もに、学習状況を把握し、自ら立てた学習計
画により取り組むことができる。

○ ○

定期考査 ○ ○ ○ 1
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